
１ 

問１ A 化学進化   B 酸素   C 先カンブリア   D 大後頭孔   E 適応放散 

問２ （１） シアノバクテリア   （２） ストロマトライト 

問３ ア   問４ （１） 50%   （２） 30%  

２ 

問１ イ   問２ ア，オ   問３ ウ，カ   問４ 28%   問５ オ 

問６ 694.72 mL  問７ イ，ウ，カ   問８ エ 

３ 

問１ オペロン   問２ G   問３ イ，ウ，カ   問４ イ，ウ 

問５ オ，ケ，シ，ス，セ 

４ 

問１ ① ウ   ② ク   問２ オ   問３ CO2 濃度：ア   気温：エ 

問４ （１） ア   （２） カ   問５ オ   問６ オ 

５ 

問１ イ   問２ ウ   問３ カ   問４ オ   問５ エ    

問６ オ   問７ イ   問８ ウ   問９ オ   問 10 ウ 

 

  



 

～講評～ 

大問１は進化をテーマとした出題で、標準的で解きやすい問題が多かった。ここで得点をしっかり取っておきた

い。 

大問２は循環系からの出題で、血圧や酸素飽和度についてさまざまな視点から考察することが求められた。単純

暗記ではなく、本質の理解が問われる出題であった。 

大問３は人工細菌を例に、細胞や遺伝子、代謝といった生命機能の基本理解を問う考察問題であった。⾧めの問

題文を読み解く読解力も必要であった。 

大問４は植物の光合成を主題として、地球とは異なる惑星における反応について思考実験を行う問題であった。

与えられた情報を丁寧に整頓し、設問の意図を読み解く必要があり、問題量に対して多めの時間をかけてしまった

受験生もいただろう。 

大問５は膜電位について、細胞内外の溶液のイオン濃度を変化させたときの結果を考察する問題で、直接的に知

識を問うことはほとんどなく、ほぼすべてが考察であった。不慣れな問題設定やグラフ、数式に戸惑った受験生も

少なくなかったと思われる。 

 

医学部受験特有の深い知識を要する問題や、動物・植物を問わず生理機能について計算や考察を行わせる問題が

多数出題された。論述はなく、選択問題の割合が大きいものの、選択肢の多い問題や複数回答を求める問題が多く、

時間が不足してしまう受験生も多かっただろう。得点目標は６割～６割５分。 

 


